
フィンランド語：重箱の隅②
目的語の謎（2）名詞の定性

「フィンランド語との対話―吉田欣吾］

https://yoshidakingo.com/
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目的語の全体像

Totaaliobjekti（全体目的語） Partitiiviobjekti（部分目的語）

①genetiivi（属格）［単数のみ］ partitiivi（分格）［単数/複数］

Ostan pyörän. Ostan maitoa.

②nominatiivi（主格）［単数/複数］ Ostan pyöriä.

Osta pyörä!

Ostan pyörät.

③akkusatiivi（対格）［7語のみ］

Vien sinut kotiin.



分けられる名詞

jaollinen「分けられる」< jako < jakaa

明確な境界線がなく、定まった形がない［不定］

物質名詞：vesi, öljy, suklaa, liha, rauta

抽象名詞：rakkaus, onnellisuus, työttömyys, syönti

＝ 不可算名詞（数えられない名詞）？



分けられない名詞

jaoton「分けられない」< jako < jakaa

明確な境界線があり、定まった形がある［定］

個体名詞：ihminen, pyörä, kynä

＝ 可算名詞（数えられる名詞）？

＊ただし複数形は「分けられる」

     ：ihmiset, pyörät, kynät



名詞の定性
「定」と「不定」

kirja
vettä

定 不定



分けられる名詞は部分目的語

分けられる（jaollinen）名詞の「不定」な部分

Söin aamulla puuroa.

朝はお粥を食べた。

Isä kantoi vettä saunaan.

父はサウナへ水を運んだ。



分けられる名詞でも全体目的語

分けられる（jaollinen）名詞の「定」な部分

Söin puuron kokonaan.

朝はそのお粥を全部食べた。

Isä kantoi kahvin pöydälle.

父はそのコーヒーをテーブルへ運んだ。



分けられない名詞は全体目的語

分けられない（jaoton）名詞の全体

Söin omenan.

リンゴを（一つ）食べた。

Isä kantoi kattilan pöytään.

父は鍋を食卓へ運んだ。



複数名詞は「分けられる」名詞

●複数分格（部分目的語）は「不定」な集合

Kirjasto hankkii kirjoja opettajien tarpeiden mukaan.

図書館は教員の必要性に応じて書籍を購入する。

●複数主格（全体目的語）は「定」の集合

Lukiossa opiskelijat hankkivat kirjat itse.

高校では学生が自ら（必要な）教科書を購入する。



次回の予告

●目的語の謎（3）動詞の相と否定

・動詞の相（「完了」と「未完了」）

・「完了」／「未完了」の違いと目的語の格

・否定と目的語の格

・「定性」と「相」のまとめ
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